
（資料） 主体的に考える子どもを育てるための小数・分数のかけ算・わり算の指導・支援の方法

乗数・除数が整数である計算の学習後，指導・支援の方法には，Ａコース，Ｂコースの２通りが考えられます。どちらのコースで指導・支援していけば主体的に考える子どもに育てることが
できるのか，校内で話し合って共通理解しておきましょう。

ポイント ５年で小数のかけ算・わり算の意味を広げ，６年の分数では，子どもが同じ方法で自分で考えられるようにする。
↓

そのための考え方と説明の方法を同じようにする。 （注） 先生が現在使用している教科書がどの指導・支援の方法を
採用しているかを，調べてみてはどうでしょうか。

（考え方）単位となる大きさ（0.1, )に着目する方法と形式的に処理する方法の２種類があります。 もし，一貫していないようなら，補う必要がありそうです。１／３
（説 明）線分図を用いる。（数直線）

か け 算 わ り 算

５ １ｍが400円のリボン2.3ｍの代金はいくらか。 ５ 0.3ｍが240円のリボンの１ｍのねだんはいくらか。 １にあたる大きさを求める。 6 のミルクは1.2 入りのビン何本にç ç
分けられるか。 （包含除）

年 2.3ｍ 立式までの流れ 年 １ｍ 立式までの流れ
1ｍ 2ｍの代金の式 0.3ｍ ３ｍが２４０円の時， 立式までの流れ

・ 400×2 ・ １ｍの値段は だから 立式
400円 ↓ だから 240円 等分という 240 ÷ 3 （等分除） 6 ÷ 2 → 6 ÷ 1.2ç ç

小 □円 立式 400×2.3 小 意味を広げて
□円（＝１ｍあたりの値段） 考え方 単位をはぶいて 考え方 整数化し，形式

数 数 だ 立式できても Ａ 個数だけの計算 Ｂ 的に処理する。考え方 単位となる大き 考え方 整数化して，形式
立式までの流れ だ か 頭の中は等分 にする。Ａ さにあたる量を Ｂ 的に処理する。

の の □ × 0.3 ＝ 240 か ら のままなので （例）単位を10にする。先に求める。
まず 0.1ｍあたりの まず23ｍあたりの値 ら 意味が分から 80÷20＝（10×8）÷

か 値段を求めて，それ 段を求めて，それを わ □＝ ない。 （10×2）
を23倍して 10でわって □と240の関係が整数の乗除で説明でき ↓ ↓ 単位の10をはぶいて

け り るので，意味が分かりやすい。準備と 立式 ＝8÷2
400 × 2.3 400 × 2.3 して，線分図をかく，□を使った式を 240 ÷ 0.3

算 ＝400 ÷ 10 × 23 ＝400 × 23 ÷ 10 算 立てる経験（３年）が必要。 単位を0.1にする。
「 整数化 」 6 ÷ 1.2 6 ÷ 1.2

＝(0.1×60)÷(0.1×12) ＝(6×10)÷(1.2×10)
考え方 単位となる大きさにあ 考え方 整数化して，形式 0.1をはぶいて ＝60 ÷ 12
Ａ たる量を先に求める。 Ｂ 的に処理する。 ＝60 ÷ 12

まず，0.1ｍあたりの値段を 240 と0.3を10倍して どちらでも意味が分かるが，Ａは単位
求めて，それを10倍する。 と個数の考えに慣れておく必要がある。

１時間あたり ほそうする機械で， 時間工事 （240×10）÷（0.3×10）４／５ａ ２／３

をすると，何ａほそうするか。 240 ÷ 0.3 ＝ 2400 ÷ 3
６ ６ ＝240 ÷ 3×10
年 １時間 立式までの流れ 年

１ あたり２／３㎏の油が４／５㎏ある。２／３時間 ４時間の工事だと ç
・ → × 4 ・ この油は何 （包含除）４／５ çあるか。

□ａ ↓ だから
分 立式 分 立式４／５ａ ４／５ × ２／３

haの芝をかるのに 時間かかった機械では，１時間あたり ４／５ ÷ ２／３２／５ ３／４
数 数 何haかることができるか。 （１にあたる大きさを求める。）考え方 単位となる大き 考え方 整数化して，形式

考え方 考え方Ａ さにあたる量を Ｂ 的に処理する。
の の １時間 立式までの流れ ３時間で haの時では Ａ 単位をはぶいて Ｂ 整数化し，形式先に求める。 ２／５

時間 ÷ 3 だから 個数だけの計算 的に処理する。３／４ ２／５
か まず， 時間あたり ①かける数を整数化する。 わ ↓ にする。１／３

の広さを求めて，それを × ha だから□＝４／５ ２／３ ２／５
３／４ ２／５ ２／５ ３／４ １／１5け ２倍して り □ha □× ＝ → 立式 ÷ 通分して単位を

＝4/5 ×（2/3×3)÷3 にする
算 × 算 考え方 単位となる大きさにあ 考え方 整数化して形式 ４／５ ÷ ２／３ ４／５ ÷ ２／３４／５ ２／３

＝4/5×2÷3 Ａ たる量を先に求める。 Ｂ 的に処理する。
＝ ÷ 3 × 2 4 × 3 2 × 5４／５

4 × 3 １／４ ｛(４/５)×15｝÷｛(２/３)×15｝4×2 まず， 時間あたりの広さ ① ＝ ÷2/5と3/4を20倍して全体を整数化する。 ＝
＝ ÷ 3 × 2 ＝ を求めて，それを４倍して ÷ 5 × 3 3 × 5２／５ ３／４

5×3 ＝（2×4）÷（3×5） ＝（ 4×3 ）÷（ 2×5 ）5 × 3
÷ 2 × 4 をはぶいて２／５ ３／４ １／１５

②全体を整数化する。 ＝ 3 × 5 ③ 4 × 3 4 × 34 わる数を１にして
＝ × 2 × ＝ ÷ 3 × 4 2 × 4 ＝ ＝４／５ ２／３ ２／５ 整数化する。

← 同じ大きさの分数 ＝ 5 × 3 2/5÷3/4 2 × 5 2 × 55 × 3
＝4/5×2/3×15÷15 2 を作るアイデアで ＝2/5×4/3÷3/4×4/3

＝ ×4 2 × 4 4 × 3 4 × 34 × 2
＝ ＝(4×2)÷(5×3) 5 × 3 ＝ 5 × 3 ＝ ＝

② 5 × 2 5 × 25 × 3 わる数を４倍
して整数化する。4×2 2 × 4

＝ ＝ 2/5÷3/4
5×3 5 × 3 ＝(2/5×4)÷(3/4×4）

2 × 4
「 単位となる大き ＝ 5 ÷ 3 「 単位をはぶいて
さにあたる量を先 「 単位となる大きさにあた 2 × 4 個数だけの計算に
に求める」の考え る量を先に求める」の考え ＝ 5 × 3 する」の考えで，
で，５，６年で一 整数化して で，５，６年で一貫した指 整数化して ５，６年で一貫し
貫した指導が可能 形式的に処理する。 導が可能 形式的に処理する。 た指導が可能 形式的に処理する。

主体的に考える子どもを育てるためには，指導の系統をすっきり整理し，子どもが考えやすくすることが先決です！ その上で，手だてを考えてみてはどうでしょうか。




